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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第22期

第２四半期
連結累計期間

第23期
第２四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自2022年10月１日
至2023年３月31日

自2023年10月１日
至2024年３月31日

自2022年10月１日
至2023年９月30日

売上高 （千円） 2,881,078 3,068,393 5,627,622

経常利益 （千円） 176,369 365,223 407,809

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 283,804 327,151 319,232

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 242,150 327,151 319,232

純資産額 （千円） 2,151,224 2,616,684 2,355,238

総資産額 （千円） 4,618,966 4,290,253 4,749,681

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（円） 31.30 34.28 34.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 30.10 32.45 33.02

自己資本比率 （％） 46.6 61.0 49.6

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 382,511 401,589 773,306

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △412,954 360,281 △272,985

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 694 △758,055 △75,233

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,811,665 2,275,787 2,271,972

 

回次
第22期

第２四半期
連結会計期間

第23期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2023年１月１日
至2023年３月31日

自2024年１月１日
至2024年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 22.58 20.94

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．前連結会計年度において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第２四半期連結累計期

間の関連する主要な経営指標等については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

３．2023年７月21日付で普通株式１株を２株とする株式分割を行っております。第22期の期首に当該株式分割が

行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　なお、主要な関係会社における異動は以下のとおりであります。

　第１四半期連結会計期間において、当社を吸収合併存続会社とし、当社の連結子会社である株式会社ウィル及び株

式会社ウィルコーポレーションを吸収合併消滅会社とする吸収合併を行ったことに伴い、株式会社ウィル及び株式会

社ウィルコーポレーションを連結の範囲から除外しております。

 

　セグメントに係る記載につきましては、当社グループはコンサルティング事業を主要な事業としており、他の事業

セグメントの重要性が乏しいため、省略をしております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の収束により、外出需要やインバ

ウンド需要が増加し、経済・社会活動の正常化が進んだことなどから、景気回復の動きが見られました。しかしな

がら、世界的な金融引締め等が続く中で海外景気の下振れが国内景気に及ぼすリスクに加え、急速な円安進行によ

る資源価格の高騰等による影響など、今後の先行きは依然として不透明な状態となっております。

　このような情勢の中、当社グループは、「いつかの未来を、いつもの日々に～New Normal Acceleration」を

パーパスに掲げ、新たなモノ・コトを積極的に活用していくための活動を社会に広げていくことに取り組んでおり

ます。当社は設立以来、通信業界をメインステージにセールスプロモーション事業を展開してまいりましたが、オ

ンライン接客事業による展開領域の拡大と、AIボーディング事業を含む新規事業の立上げなど、中長期的な成長に

向けた事業ポートフォリオの強化を行っております。

　当連結会計期間においては、オンライン接客センターなどのオンライン接客事業領域の堅調な拡大推進ととも

に、コスト意識を強化したことから、営業利益が大幅に増加しました。加えて、AIボーディング事業においても、

AIロールプレイングシステム「mimik」を中心にトレーニングやリスキリング領域へより注力し、着実に新規顧客

開拓が進んでおります。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高3,068百万円（前年同期比6.5％増）、営業利益

350百万円（前年同期比85.8%増）、経常利益365百万円（前年同期比107.1%増）となり、親会社株主に帰属する四

半期純利益は327百万円（前年同期比15.3%増）となりました。

　なお、当社グループはコンサルティング事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいた

め、セグメント別の記載を省略しております。

 

（2）財務状態の分析

（流動資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は3,165百万円となり、前連結会計年度末に比べ499百万円減少

いたしました。これは、主に現金及び預金が496百万円減少したことによるものであります。

 

（固定資産）

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産は1,125百万円となり、前連結会計年度末に比べ40百万円増加

いたしました。これは、主に投資有価証券が58百万円、敷金が34百万円増加した一方、のれんが21百万円、建物

（純額）が18百万円減少したことによるものであります。

 

（流動負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は859百万円となり、前連結会計年度末に比べ270百万円減少い

たしました。これは、主に１年内返済予定の長期借入金が240百万円減少したことによるものであります。

 

（固定負債）

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債は813百万円となり、前連結会計年度末に比べ450百万円減少い

たしました。これは、主に長期借入金が436百万円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は2,616百万円となり前連結会計年度末に比べ261百万円増加いた

しました。これは、主に利益剰余金が247百万円増加したことによるものであります。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末よ

り３百万円増加し、2,275百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は401百万円（前年同期は382百万円の収入）となりました。資金増加の主な要因

は、税金等調整前四半期純利益348百万円、減価償却費38百万円、棚卸資産の減少額27百万円等によるものであ

ります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は360百万円（前年同期は412百万円の支出）となりました。資金増加の主な要因

は、定期預金の払戻による収入500百万円によるものであります。一方、資金減少の主な要因は、投資有価証券

の取得による支出59百万円、敷金の差入れによる支出47百万円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は758百万円（前年同期は694千円の収入）となりました。資金減少の主な要因

は、長期借入金の返済による支出1,177百万円、配当金の支払額82百万円等によるものであります。一方、資金

増加の主な要因は、長期借入れによる収入500百万円等によるものであります。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更及び新たに生じた事項はありません。

 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 31,488,000

計 31,488,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
（2024年３月31日）

提出日現在
発行数(株)

（2024年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,006,400 10,006,400
東京証券取引所

（グロース）

単元株式数は100株であ

ります。

計 10,006,400 10,006,400 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、2024年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2024年１月１日～

2024年３月31日　（注）
32,400 10,006,400 6,694 74,443 6,694 518,048

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

 

  2024年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社３－ＳＨＩＮＥ
東京都港区西新橋２丁目９－７クインズ

ビル３D
4,220 44.08

桑野　隆司 東京都港区 240 2.51

吉井　雅己 東京都世田谷区 236 2.47

植村　亮仁 東京都港区 160 1.67

立石　公彦 愛知県名古屋市東区 140 1.47

細木　祐孝 東京都江東区 126 1.32

若松　正樹 愛知県名古屋市天白区 111 1.16

大澤　智代 東京都港区 110 1.16

ピアズ従業員持株会
東京都港区西新橋２丁目９－１PMO西新

橋５階
94 0.99

山城　正毅 沖縄県うるま市 92 0.96

計 － 5,531 57.77

（注）当社は自己株式432,420株を保有しておりますが、上記「大株主の状況」から除いております。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 432,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,566,700 95,667

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら限

定のない、当社におけ

る標準となる株式であ

ります。なお単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 7,300 － －

発行済株式総数  10,006,400 － －

総株主の議決権  － 95,667 －

（注）「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の株式20株が含まれております。
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②【自己株式等】

    2024年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合（％）

株式会社ピアズ

東京都港区西新橋

二丁目９番１号

PMO西新橋ビル５階

432,400 － 432,400 4.32

計 － 432,400 － 432,400 4.32

（注）上記以外に自己名義所有の単元未満株式20株を保有しております。

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2024年１月１日から2024

年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年10月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、ゼロス有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,771,980 2,275,787

売掛金 681,842 696,805

契約資産 3,387 5,520

電子記録債権 31,118 29,808

商品及び製品 35,757 16,690

原材料 3,698 5,418

その他 149,747 148,287

貸倒引当金 △12,618 △13,237

流動資産合計 3,664,915 3,165,082

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 91,052 72,796

工具、器具及び備品（純額） 7,979 7,523

リース資産（純額） 40,261 35,214

建設仮勘定 - 25,269

その他（純額） 348 173

有形固定資産合計 139,640 140,976

無形固定資産   

ソフトウエア 110,412 94,034

のれん 190,934 169,568

顧客関連資産 108,166 104,479

その他 9,130 12,347

無形固定資産合計 418,644 380,428

投資その他の資産   

投資有価証券 213,283 271,730

長期貸付金 158,770 143,709

繰延税金資産 165,619 163,400

敷金 63,578 97,711

保険積立金 37,084 38,037

その他 26,892 27,308

貸倒引当金 △138,749 △138,131

投資その他の資産合計 526,479 603,765

固定資産合計 1,084,765 1,125,171

資産合計 4,749,681 4,290,253
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 322,280 329,256

１年内返済予定の長期借入金 440,608 200,016

リース債務 23,825 22,895

未払金 66,343 51,012

未払費用 175,948 140,845

未払法人税等 3,166 20,904

預り金 16,209 30,263

賞与引当金 10,001 2,247

その他 71,547 62,304

流動負債合計 1,129,930 859,746

固定負債   

長期借入金 1,136,924 699,976

リース債務 79,260 68,350

繰延税金負債 36,787 35,533

その他 11,540 9,962

固定負債合計 1,264,512 813,822

負債合計 2,394,443 1,673,569

純資産の部   

株主資本   

資本金 67,749 74,443

資本剰余金 989,960 996,654

利益剰余金 1,476,023 1,723,694

自己株式 △179,078 △179,078

株主資本合計 2,354,653 2,615,712

新株予約権 584 971

非支配株主持分 - -

純資産合計 2,355,238 2,616,684

負債純資産合計 4,749,681 4,290,253
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 2,881,078 3,068,393

売上原価 2,065,664 2,167,515

売上総利益 815,414 900,878

販売費及び一般管理費 ※１ 626,577 ※１ 549,952

営業利益 188,837 350,925

営業外収益   

受取利息 1,170 1,240

受取配当金 - 285

助成金収入 570 -

貸倒引当金戻入額 3,498 -

投資事業組合運用益 4,271 -

投資有価証券売却益 - 26,544

その他 3,144 308

営業外収益合計 12,655 28,379

営業外費用   

支払利息 17,537 11,033

為替差損 4,565 64

投資事業組合運用損 - 554

訴訟関連費用 - 2,425

その他 3,020 4

営業外費用合計 25,123 14,081

経常利益 176,369 365,223

特別利益   

リース解約益 3,854 -

関係会社株式売却益 135,632 -

特別利益合計 139,487 -

特別損失   

リース解約損 2,020 -

貸倒引当金繰入額 125,632 -

減損損失 - 5,100

事務所移転費用 - 11,127

特別損失合計 127,653 16,227

税金等調整前四半期純利益 188,203 348,996

法人税、住民税及び事業税 1,547 20,931

法人税等調整額 △97,148 913

法人税等合計 △95,600 21,845

四半期純利益 283,804 327,151

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 283,804 327,151
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

四半期純利益 283,804 327,151

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △41,653 -

その他の包括利益合計 △41,653 -

四半期包括利益 242,150 327,151

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 242,150 327,151

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 188,203 348,996

減価償却費 49,746 38,570

のれん償却額 21,366 21,366

貸倒引当金の増減額（△は減少） 122,134 -

賞与引当金の増減額（△は減少） 26,816 △7,754

助成金収入 △570 -

受取利息及び受取配当金 △1,170 △1,526

支払利息 17,537 11,033

為替差損益（△は益） 4,565 64

リース解約益 △3,854 -

投資事業組合運用損益（△は益） △4,271 554

関係会社株式売却損益（△は益） △135,632 -

減損損失 - 5,100

事務所移転費用 - 11,127

売上債権の増減額（△は増加） 117,067 △13,652

契約資産の増減額（△は増加） 126 △2,133

棚卸資産の増減額（△は増加） △10,837 27,641

未収入金の増減額（△は増加） △920 15

前払費用の増減額（△は増加） 10,756 5,953

仕入債務の増減額（△は減少） 38,519 6,976

未払金の増減額（△は減少） △29,383 △15,396

未払費用の増減額（△は減少） △52,543 △35,103

未払消費税等の増減額（△は減少） 12,237 1,230

未収消費税等の増減額（△は増加） △24 8,692

前受金の増減額（△は減少） 320 △11,037

前受収益の増減額（△は減少） 738 △1,578

前渡金の増減額（△は増加） 7,713 △3,490

その他 △15,663 16,177

小計 362,978 411,828

利息及び配当金の受取額 1,170 1,526

利息の支払額 △19,994 △8,571

法人税等の還付額 41,551 -

法人税等の支払額 △3,765 △3,192

助成金の受取額 570 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 382,511 401,589

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 - 500,008

投資有価証券の取得による支出 △365,288 △59,785

投資有価証券の売却による収入 - 784

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入
10,000 -

有形固定資産の取得による支出 △14,255 △26,802

無形固定資産の取得による支出 △53,784 △10,787

敷金の差入による支出 - △47,051

敷金の回収による収入 230 1,791

保険積立金の積立による支出 △1,755 △952

貸付けによる支出 - △13,422

貸付金の回収による収入 11,898 16,498

投資活動によるキャッシュ・フロー △412,954 360,281
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  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 200,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △149,500 △1,177,540

リース債務の返済による支出 △38,184 △11,839

株式の発行による収入 - 13,380

配当金の支払額 △12,157 △82,451

新株予約権の発行による収入 137 395

その他 400 -

財務活動によるキャッシュ・フロー 694 △758,055

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,565 -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △34,313 3,815

現金及び現金同等物の期首残高 1,845,979 2,271,972

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,811,665 ※１ 2,275,787
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の変更）

　第１四半期連結会計期間において、当社を吸収合併存続会社とし、当社の連結子会社である株式会社ウィル及

び株式会社ウィルコーポレーションを吸収合併消滅会社とする吸収合併を行ったことに伴い、株式会社ウィル及

び株式会社ウィルコーポレーションを連結の範囲より除外しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日
至　2023年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

役員報酬 73,617千円 47,440千円

給料及び手当 199,718 218,435

賞与引当金繰入額 30,279 1,951

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日
至　2023年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

現金及び預金勘定 2,311,665千円 2,275,787千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △500,000 -

現金及び現金同等物 1,811,665 2,275,787
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

2022年12月28日

定時株主総会
普通株式 12,331 2.72 2022年９月30日 2022年12月29日

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

2023年12月22日

定時株主総会
普通株式 79,576 8.34 2023年９月30日 2023年12月25日

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループはコンサルティング事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、

セグメント情報に係る記載を省略しております。
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（企業結合等関係）

（共通支配下の取引等）

(1)取引の概要

①結合当事企業の名称及びその事業の内容

（存続会社）

名称　　　　　　株式会社ピアズ

事業の内容　　　コンサルティング事業

（消滅会社）

名称　　　　　　株式会社ウィル、株式会社ウィルコーポレーション

事業の内容　　　通信業界向け人材派遣、セールスプロモーション事業

②企業結合日

2023年12月１日

③企業結合の法的形式

　当社を存続会社とする吸収合併方式とし、株式会社ウィル及び株式会社ウィルコーポレーションは解散いた

しました。

④結合後企業の名称　株式会社ピアズ

⑤その他取引の概要に関する事項

　当社は、当社グループ間におけるサービスラインナップの重複を解消、経営資源を集約し、経営の合理化を

図ることを目的に100％子会社である株式会社ウィル及び株式会社ウィルコーポレーションを合併することとい

たしました。

 

(2)実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 2019年１月16日)及び「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日)に基づき、共通支配下の取引と

して処理しております。

 

（比較情報における取得原価の当初配分額の見直し）

　2022年６月１日に行われた株式会社ウィルの株式取得による企業結合について前第１四半期連結会計期間にお

いて暫定的な会計処理を行っておりましたが、前連結会計年度に確定しております。

　この暫定的な会計処理の確定に伴い、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に含まれる比較情報に

おいて、取得原価の当初配分額の見直しが反映されております。

　この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書に与える影響は軽微です。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第２四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

（単位：千円）

 合計

顧客との契約から生じるフロー型収益

（コンサルティング、その他の収益）
2,076,381

顧客との契約から生じるストック型収益

（RemoteworkBOX、ZEROレジ、オンライン接客サービスの収益）
804,697

外部顧客への売上高 2,881,078

 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

（単位：千円）

 合計

顧客との契約から生じるフロー型収益

（コンサルティング、その他の収益）
1,640,987

顧客との契約から生じるストック型収益

（RemoteworkBOX、オンライン接客サービスの収益、長期人材派

遣）

1,427,406

外部顧客への売上高 3,068,393
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日
至　2023年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 31円30銭 34円28銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 283,804 327,151

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
283,804 327,151

普通株式の期中平均株式数（株） 9,066,980 9,543,167

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 30円10銭 32円45銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 363,346 539,091

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）１．当社は、2023年７月21日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。そのため、当該株

式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額を算出しております。

２．前第２四半期連結累計期間の１株当たり情報は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の見直

しが反映された後の金額により算定しております。
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年５月14日

株式会社ピアズ

取締役会　御中

 

ゼロス有限責任監査法人

東京都千代田区

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 　　小岩　義行

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 　　松本　慎一郎

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 　　久保　泰一郎

 

監査人の結論
当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ピアズの2023年10月１日から2024年9月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2024
年１月１日から2024年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年10月１日から2024年３月31
日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ピアズ及び連結子会社の
2024年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認めら
れなかった。
 

監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半
期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す
る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任
を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結
財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す
る責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の
四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ
る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な
不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、
我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示
されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する
重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項
に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場
合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監
査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況に
より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

 

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結
財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する
注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎とな
る取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

 

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を
入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責
任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

 

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ

ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード

を適用している場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。
 

 

以　上
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しており
ます。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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